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要　旨　外来語などのカタカナは，日本語学習者にとって学習が難しいものの一つである
が，カタカナ語に関連する研究は多いとはいえず，現場でも十分な指導がされているとはい
えない。そこで，本研究ではカタカナ語彙の効果的な指導を探るため，中国語母語話者を対
象として聞き取りにおけるカタカナ語の表記と意味の理解を調査し，困難点を分析した。さ
らに，カタカナ語に対する意識調査を行い，聞き取りテストの結果との関連を考察した。
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１．はじめに

　外来語などのカタカナ語（カタカナで表記さ
れる語）は，日本語学習者にとって学習が難し
いものの一つであり，カタカナ語彙教育が必要
であることが先行研究において指摘されてい
る。しかし，漢字学習等に比べてカタカナ語に
関連する研究は多いとはいえず，陣内（2008）
は「カタカナ教育の議論がまだ初期の段階」で
あるとする。実際に日本語教育の現場でも十分
な指導がされているとはいえないようである。
中山他（2008）は，カタカナ語に学習者は苦手
意識を持ち教育を必要としているが，他の文字

や語彙と同等には扱われておらず「教師の意識
改革及び教材や教授法の開発が急がれよう」と
している。
　カタカナ語の使用が増加する中で，日本語学
習者もカタカナ語を避けることはできず，効果
的な学習を支援するための指導法や教材の開発
は急務であるといえよう。特に，外国人留学生
にとっては，山下・品川（2009）が，講義理解
において専門用語やカタカナ語が問題となると
指摘しているように，カタカナ語の学習は重要
である。今後，カタカナ語について調査研究を
行い，実証的な検証を積み重ねることが重要で
あると考える。
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国語母語話者は長音の誤りが最も多いものの，
濁音・半濁音の誤りも多いという違いがみら
れ，母語の影響を検討する必要があるとしてい
る。畑・山下（2011）では，韓国語母語話者に
対して長音を中心としたカタカナ語の指導を行
い，指導の効果を検証しているが，韓国語外来
語とのずれも難しさにつながることを指摘して
いる。しかし，畑・山下（2010）等で行ったカ
タカナ語を聞いて書く調査では，音の聞き取り
からカタカナでの表記までの過程の，どこで誤
りが生じたのかを特定することは難しいという
課題が残された。そこで，本研究では，語彙知
識の語形と意味に焦点をあて，カタカナ語を聞
いて書くことに加え，語の意味も母語あるいは
原語である英語で書かせた。語彙知識に関して
は，Nation（2001）が「形」「意味」「使用」の
３つの側面から分類し，「意味」の下位分類とし
て「語形と意味」をおいている。産出的知識と
して，正しい表記を書けるかどうかをみると同
時に，受容的知識として意味の理解についても
分析を行うため，意味についても回答をさせた。
　また，陣内（2008）は，カタカナ語の習得に
困難さを感じるのは母語によって異なり，韓国
語母語話者と比較して中国語母語話者の困難度
が高いとしている。その要因としてカタカナ語
と中国語に「相当の距離」がありなじみがない
ことをあげている。意識においても母語の影響
が予想されるため，本研究では中国語母語話者
のデータを対象として分析を行う。
　本研究の研究目的は，カタカナ語彙の効果的
な指導を探るため，カタカナ語の聞き取りにお
ける表記と意味の理解を調査し困難点を分析す
ることである。さらに，意識調査を行い，学習
者のカタカナ語に対する意識や背景と聞き取り
テストの結果との関連を探った。

３．研究方法

３．１　調査対象者
　調査対象者は日本国内の大学と日本語学校に
在籍している日本語学習者44名（男性22名，女
性22名）である。母語は中国語であり（台湾

　そこで，本研究では，効果的なカタカナ語彙
の指導を探るため，カタカナ語の聞き取りにお
ける表記と意味の理解を調査し困難点を分析し
た。さらに，意識調査を行い，学習者のカタカ
ナ語に対する意識や背景と聞き取りテストの結
果との関連を探った。

２．先行研究

　石綿（2001）は，外来語は日本語化し変容す
るにつれて，「発音，文法，意味」などさまざ
まな面で原語とずれを生じていると指摘する。
そのためカタカナ語の学習にはさまざまな困難
点が予想される。表記に関しては，中東（1998）
が韓国語母語話者とブラジル・ポルトガル語話
者を対象とし，英語を与えて外来語を書く調査
を行い，学習者の外来語表記には母語の影響が
著しいことを明らかにしている。恩塚（2004）
では，日本語の和語や漢語にはない音節を表記
するところにカタカナの難しさがあると指摘
し，従来の50音図に外来語音を足した「カタ
カナ表記表」の重要性を述べている。上野山

（2010）は質問紙調査の結果から，英語圏の学
習者は，外来語の語源・語形が習得に影響を与
えているが，接触する頻度が高い語はそれらに
関係なく習得されやすいとしている。
　カタカナ語の成り立ちや習得上の問題に加
え，心理的な要因も影響を与えていると考えら
れる。武田（2002）はアンケート調査から，留
学生のカタカナに対する苦手意識は，「膨大な
数に加えて『本当の言葉』ではないという意
識が強いためではないか」としている。堀切

（2008）は，英語を母語とする日本語学習者に
質問紙調査を行った結果，外来語に対する苦手
意識は特有なものであり，外来語の聞き取りに
対して習得困難を感じ，使用に抵抗を強く感じ
るほど，外来語を拒絶する態度になりやすいこ
とを明らかにしている。
　このカタカナ語を聞くことに着目して，畑・
山下（2010）では，カタカナ語の聞きとり調査
を行い，得られた誤用を分析した結果，韓国語
母語話者は長音の誤りが６割を超える一方，中
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を含む），日本語は中・上級レベル（日本語能
力試験N2レベル修了程度もしくは，それ以上）
である。日本語の総学習期間は１年以上２年未
満の学習者が14名，２年以上３年未満が20名，
３年以上４年未満が６名，４年以上５年未満が
２名，５年以上が２名である。

３．２　調査方法
　本研究では，聞き取りテストとカタカナ語に
対する意識調査を行った。聞き取りテストで
は，カタカナ語を２回ずつ読みあげたCDを聞
いてシートに書かせ，その意味も母語である中
国語あるいは英語で答えさせた。
　テストに用いた語彙は，畑・山下（2011）等
の結果をもとに精選した次のカタカナ語25語で
ある。インターネット，カレー，カレンダー，
ギター，グレー，コード，コーヒー，シャツ，
シャワー，ジョギング，スピード，スプーン，
ズボン，スリッパ，デザート，テーブル，ドラ
イブ，ニュース，パーティー，ファッション，
フォーク，プログラム，ポケット，メッセー
ジ，ユニフォーム。
　また，カタカナ語に対する意識調査は中山他

（2008）を参考に中国語で作成した。質問項目
は，カタカナ語の難しさ，カタカナ語の使用，
カタカナ語の学習や学習に対する要望などにつ
いて尋ねたものである。

３．３　分析方法
　学習者にカタカナ語を聞いて答えさせた表記
と意味のデータから誤答を採取した。表記につ

いては，一つの語の中に複数の誤用が現れた場
合，それぞれを一つの誤用とした。次に，これ
らの誤用を表１に示したような15の基準に分類
し集計した。分類基準は，必要な長音等が欠落
したものや必要ない箇所に余分に挿入されたも
の，母音や子音の誤り，平仮名を使うなどの表
記上の間違い，一部の文字の欠落や空欄とそれ
らの基準にあてはまらないその他である注１。
　また，誤用が語頭，語中，語末のどの位置に
現れるかによっても分類，集計した。ここでい
う語頭とは第一拍の音節を指す。長音は，第一
拍にある短母音が長音化した場合は， 誤用が生
じた位置が第一拍であることから語頭の誤用と
分類する。例：ズーボン（ズボン）

４．結果と考察

４．１　聞き取りテストでの表記の誤用
　聞き取りテストの結果，表記に関しては正
答率65.2％，全誤用数は627である。3.3の基準
によって表記の誤用を分類した結果を図１に

表１　分類基準

基準 誤用例（正答） 基準 誤用例（正答）
１ 長音欠落 コーヒ（コーヒー） ９ （半）濁音欠落 ホケット（ポケット）
２ 長音挿入 ポケットー（ポケット） 10 （半）濁音挿入 メードル（メートル）
３ 促音欠落 スリパ（スリッパ） 11 母音変化 スポーン（スプーン）
４ 促音挿入 シャッツ（シャツ） 12 子音変化 ストーグ（ストーブ）
５ 拗音欠落 ニース（ニュース） 13 表記 シゃワー（シャワー）
６ 拗音挿入 ティーブル（テーブル） 14 欠落・空欄
７ 撥音欠落 スプー（スプーン） 15 その他
８ 撥音挿入 プログランム（プログラム）

図１　表記の誤用数

半濁音
20.1％

促音
16.1％

長音
43.7％

表記
6.9％

母子音変化
6.1％

撥音
1.9％

拗音
1.9％

欠落・空欄
1.9％

その他
1.4％
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示す。長音に関する誤りが274と最も多く全
体の43.7％を占め，次いで，濁音・半濁音126

（20.1％），促音101（16.1％），表記43（6.9％），
母音・子音の変化38（6.1％），撥音12（1.9％），
拗音12（1.9％），欠落・空欄12（1.9％）であ
る。それぞれ欠落，挿入等に分けてみると，長
音の欠落が最も多く148（23.6％），次いで，長
音の挿入126（20.1％），濁音・半濁音の欠落85

（13.6％），促音の欠落56（8.9％），促音の挿入
45（7.2％），濁音・半濁音の挿入41（6.5％）で
ある。以上の結果から，長音や促音などの特殊
拍と濁音・半濁音に関する誤用が多いことが明
らかになった。
　誤用の具体例をみると，ユニフォームの20
パターンなど，さまざまな誤用にわかれる語
もあったが，多くの語で共通する特徴として，
長音の欠落「カレンダ」（９例），長音の挿入

「シャーワー（４）」，「ギッター（４）」「ギッタ
（６）」など促音の挿入といった特殊拍に関する
ものと，「カンレンター（７）」などの濁音の欠
落などがあげられる。
　長音の欠落は全体の誤用で最も割合が高
く，長音のある位置別に誤用数と欠落率（あ
るべき長音が欠落した割合）をみると，語頭
15（5.7％），語中76（28.8％），語末57（18.5％）
と位置により違いがみられた。さらに，長音位
置とアクセント型の組み合わせによる欠落の
誤用数と欠落率を表２に示す。語中の低低37

（42.0％），語末の低低51（58.0％）と低低のア
クセントで欠落が多い。長音の知覚に関する先
行研究ではアクセント型の影響が指摘されてい
るが（皆川他2002，小熊2008），カタカナの聞
き取りにおいても，低低のアクセントでの長音
が難しいことがわかる。
　長音の誤用には，単純な欠落や挿入だけでな
く，「シャーワ（８例）」「スープン（８）」な

ど長音記号が前後にずれる誤用，「メーセッジ
（５）」など長音と促音の交替や長音が入るべき
ところに促音が入った誤用もあった。いずれも
拍は把握できているが，長音のずれの場合は，
語のどこに長音が置かれているかが正しく把握
できていない。長音と他の特殊拍の交替は，直
音とは異なる特別な音があることには気づい
ているが特殊拍の中での混同が起こっている。

「メッセージ」「カレンダー」のように一語に長
音と同時に促音や撥音などの複数の特殊拍を含
む場合も誤用が多くみられた。
　促音については，必要な促音が欠落する誤用
と余分な促音が挿入される誤用数は，54と48と
ほぼ同数であった。位置別にみると，欠落・挿
入ともに語頭での誤用が多い。欠落率は語頭
39.8％（35），語中15.9％（21）と「メセージ」
のような語頭の促音のほうが落ちやすい。挿入
も，「ギッター」のような語頭に余分な促音が
挿入される誤用が35と促音挿入の誤用全体の
77.8％を占める。促音の誤用は日本語には中国
語のような有気・無気音の区別がないことに起
因しているのであろう。呼気の出方によって語
中の無声子音が有気音ととらえ，促音があるよ
うに聞いていると考えられる。特に語頭の部分
での聞き取りが難しいといえる。
　日本語学習者の特殊拍には問題があることが
指摘されており，習得が困難であると指摘され
ているが（戸田2003他），以上のように，カタ
カナ語においても特殊拍の聞き取りが難しいと
いう結果がみられた。
　次に，濁音・半濁音の誤用について述べる。
濁音・半濁音の誤用数は，長音の誤用に次いで
129と誤用全体の２割を占めた。この誤用は，
従来言われているように，日本語にある有声
音・無声音の区別が中国語ではないことに起因
するのであろう。誤用数は欠落85（13.6％）と
挿入41（6.5％）では欠落が多い。位置別にみ
ると，有声音を無声音で表記した欠落率は語
頭では4.5％（18）にとどまり，語中・語末は，
ほぼ同じ割合で，それぞれ10.1％（31）11.7％

（36）であった。挿入の誤用数は，語頭４，語
中25，語末12で語中が６割を超えた。欠落・挿

表２　位置とアクセント型による長音欠落数・率

語頭 語中 語末
低高 高低 高高 高低 低低 高低 低低 高高

9 8 14 24 37 4 51 0
10.2% 4.5% 15.9% 27.3% 42.0% 4.5% 58.0% 0.0%
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入ともに，語中・語末に比べて語頭部分での聞
き取りは正答率が高い。
　この誤用でも，清音が濁音・半濁音になる挿
入や濁音・半濁音が清音になる欠落のほかに，

「スピード」が「スビード」（13例），「ズボン」
が「ズポン」（５例）など，半濁音が濁音に，
あるいは濁音が半濁音になる濁音と半濁音の交
替が23例みられ，濁音・半濁音の誤用の36.5％
を占めた。交替はいずれも語中で起こってお
り，語中では挿入の92.0％，欠落の74.2％を占
め誤用のほとんどが交替である。語中にあるハ
行の半濁音や濁音の聞き取りが特に難しいこと
が明らかになった。

４．２　表記と意味の結果の比較
　聞き取りテストでの表記と意味の結果を比較
すると，正答率は表記が65.2％，意味が79.8％
である。全体的に意味の理解度は表記の正確さ
より高く，意味は分かるが正確に書けないとい
うことが明らかになった。多くの語が音を聞い
て意味を理解する受容的な知識のある受容語彙
ではあっても，意味を正しく表記することがで
きる産出語彙としては定着していないといえよ
う。
　図２に語別の聞き取りのテストの誤答率を
示す。「ユニフォーム」のように，表記65.1％
と意味81.4％と，ともに誤答率の高い語や，

「 コ ー ヒ ー」（7.0 ％， ０ ％） や「 ニ ュ ー ス 」
（7.0％，2.3％）のように誤答率の低い語もある

が，多くの語は表記と意味にずれがみられた。
誤答率が１割以下の語は，表記は３語，カレー

（2.3％）ニュース・コーヒー（7.0％）である。
意味は12語で，コーヒー・スピード（0.0％），
インターネット・ニュース （2.3％），シャワー・
ズボン（4.7％），テーブル・パーティー（7.0％），
カレー・カレンダー・シャツ・デザート（9.3％）
である。
　一方，誤答率が５割以上の語は，表記は６
語で，カレンダー（69.8％），ユニフォーム

（65.1％），スプーン（60.5％），シャワー・ギ
ター・メッセージ（53.5％）。誤用数でみると，
ユニフォーム68，メッセージ59，スプーン48，
カレンダー45，スピード42である。意味で誤
答率が５割以上の語は４語で，ユニフォーム

（81.4％），コード（79.1％），グレー（58.1％），
ドライブ（51.2％）である。これらの語の誤用
の具体例は，コードはコート（coat），ドライ
ブはトラブル（trouble），グレーはグレープ

（grape）などがあげられる。
　このような表記と意味の理解のずれは，語の
抽象性やなじみの程度によっておこっていると
思われる。表記・意味ともに正答率の高い「カ
レー」「コーヒー」などは，学習者の身近にあ
りなじみがあり，具体的なもので視覚的に示し
やすい語である。一方，表記・意味とも正答率
の低い「ユニフォーム」は語に対するなじみが
ないものである。上野山（2010）は，英語圏の
学習者は，身近にあるものを示す語彙はイメー

図２　語別の聞き取りのテスト誤答率
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ジしやすく習得しやすく，視覚的に示されにく
く抽象的なものは習得しにくいと指摘してい
る。
　今回の中国語母語話者を対象とした調査でも
同様の傾向がみられた。しかし，語に対するな
じみといっても，そこにはさまざまな要素が含
まれ重層的であり，単に身近で具体的なものは
習得しやすいともいえない。たとえば，「カレ
ンダー」は日常生活で使用し身近な具体物で示
せるものであり意味の理解度は高いが，表記の
誤用は多い。これは，身近にある具体物であっ
ても，表記を見るあるいは，実際に書く機会が
少ないことに起因していると考えられる。抽象
的な語であっても，「インターネット」などは
正解率が高い。授業だけでなく，普段の生活で
文字や音声にどの程度さらされているかという
ことが影響するといえるのではないか。
　以上のように，語によって表記と意味の正答
率にずれがあり，カタカナ語は難しいといって
も，その「難しさ」には違いがみられる。結果
として，全体的に難しい印象の増幅につながっ
ていると思われる。
　「グレー」「コード」「ドライブ」など表記は
正確であるが意味は分からない語は，問題があ
るものの，聞き取れれば後で辞書等によって調
べることができる。一方，意味は分かるが正し
く書けない語が多くみられたが，これは一つに
は本調査のテスト語彙は主に日本語能力試験
N4程度の初級レベルであるためであろう。カ
タカナは表音文字であるため，意味を理解する
だけでなく正確に音を聞き取り表記できること
も重要である。やさしい語すら正しい表記がで
きないのでは，今後レベルが上がると，意味も
分からず書けないという語が増加し，難しさを
感じることが予想される。全ての語を書けるよ
うになる必要性があるわけではなく，カタカナ
語の指導考える際には，受容語彙と産出語彙を
選別して整理する必要があろう。
　個人別にテスト結果をみると，誤答率５割以
上が表記８名，意味１名で表記の誤答率が高い
者が多いが，表記と意味ともに正答率が８割の
ものが６名おり，そのほかは表記と意味の正解

率にずれがみられた。

４．３　カタカナ語に対する意識調査の結果
　次に，カタカナ語に対する意識調査の結果に
ついて述べる。カタカナ語について感じている
ことを答えてもらった自由記述をのぞいて，そ
れぞれの問いには「とてもそう思う」から「全
くそう思わない」の５段階で答えを求めた。
　難しさについては，「カタカナ語は難しい」
という問いには「とてもそう思う」「そう思う」
あわせて30名（68.2％）であった。「書く」「聞
く」「読む」「発音」の技能別の難しさに関して
は，「とてもそう思う」「そう思う」あわせて，
聞く24名（54.5％）＞書く21（47.7％）＞読む
20名（45.5％）＞発音16名（36.4％）であった（図
３参照）。カタカナ語に難しさを感じており，
特に聞くことに苦手意識を持つ学習者は半数以
上いる。自由記述でも「覚えにくいし，聞き取
りにくい」「英語で読んたら意味がわかるけど，
日本人の独特な発音に転換したカタカナはよく
わからない」「正しく書くのが難しい」などの
コメントがあった。中国語母語話者にとって，
漢字表記できる語は音（読み）を正確に把握し
ていなくても，文脈から意味を類推し正しい漢
字を表記することが可能である。一方，カタカ
ナ語は表音文字であり，音を正確に把握してい
なければ書けないため，難しさが顕著に現れる
ものと思われる。
　以下，カタカナの使用や学習に関する問いに
ついて，「とてもそう思う」「そう思う」と答え
たものをあわせて「思う」，「全くそう思わない」

「そう思わない」を「思わない」としてみていく。
「カタカナ語は面白い」は，「思う」７名（15.9％）
に対して「思わない」23名（52.3％）である。「日
本語でカタカナ語が使われることは好ましい」
は「思う」11名（25.0％），「思わない」19名（43.2％），

「カタカナ語をできるだけ使いたい」注２は「思う」
６名（13.6％），「思わない」24名（54.5％）で
ある（図４参照）。自由記述でも，「日本語で意
味を表せる言葉もあるのになぜ外来語を混ぜて
話すかまったく分らない」，「英語でもないし日
本語でもないし，中途半端な感じがする」など
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カタカナ語に対して否定的な意見がみられた。
「自分話す時はあまりカタカナ語使わない。」「発
音が難しいので，一般的に他の人と話すのが恐
怖感を感じる。（中略）相手に通じない。」など，
カタカナ語を使わないという非用と思われるコ
メントもあった。
　陣内（2008）は，中国語母語話者は日本語の
中のカタカナ語に対する評価は低いと指摘して
おり，本調査でも同様の結果がみられた。しか
し，「これからも日本語でカタカナ語が増える
ことは好ましい」という問いに対して，「思う」
と回答した人が15名（34.1％）いるのに対し，

「思わない」と回答した人も同様に15名いる。
また，「日本語は生きているものである。新し
い言葉が出たり，旧い言葉が使わなくなったり
するのが理解できる。」という意見もあり，カ
タカナ語の増加はある程度容認されていること

がうかがえる。
　今回の調査対象者は日本で生活しており，
日々カタカナに触れることも多く，その必要
性を感じているようである。「日本語を学習
する上でカタカナ語は重要である」には30名

（68.2％）が「思う」と答えている。一方で，
これまでの学習に関して十分であると答えたの
は５名（11.4％）である。その結果が，「カタ
カナ語を教えてほしい」31名（70.5％）と指導
に対する高い要望につながったと思われる。自
由記述でも，「外来語，カタカナ語ができたと
きに，その実用性はすごく大きいと思う」，「も
し，日本語をマスターするならば，外来語を勉
強することは欠かせない。」というコメントが
みられた。

４．４　テストと意識調査の結果との比較
　聞き取りテストの結果がカタカナに対する意
識や学習者の背景と関連性を持つかどうかを探
るため，テストと意識調査の結果との相関関係
をみた。その結果，発音の難しさと表記，読み
の難しさと表記は弱い相関（相関係数ｒ＝0.36，
r＝0.30）が，日本語学習歴と表記は弱い負の
相関（ｒ＝－.37）がみられた。表記は，発音
や読みに難しさを感じるほど誤用が多く，日本
語学習が長いほど正確になるようである。一
方，英語学習歴は意味理解にのみ弱い負の相関

（ｒ＝－.35）がみられた。英語学習歴が長いほ
ど意味の理解度は高いが，必ずしも正確に書け
るわけではないといえる。
　このように，語の性質だけでなく学習者の意
識や背景によっても，表記の正確さと意味の理
解にずれがみられた。日本語学習が長くなるに
従って，必ずしも意味の理解が進むとはいえな
いため，例えば，英語の学習経験のある学習者
には，カタカナ語の意味の理解において，英語
の知識を利用した指導方法が効果的であると思
われる。カタカナ語の指導に関しても，個々の
学習者に対応した指導の必要性が示唆される。

図３　カタカナの難しさ

図４　カタカナの使用や学習
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５．まとめと今後の課題

　以上のように，中国語母語話者を対象とし
て，カタカナ語の聞き取りにおける表記と意味
の理解の調査を行い困難点を分析した。さら
に，意識調査を行い，学習者のカタカナ語に対
する意識や背景と聞き取りテストの結果との関
連を探った。その結果，語によって表記と意味
の正答率にはずれがあり，音を聞いて意味を理
解する受容的な知識のある受容語彙ではあって
も，正しく表記することができる産出語彙とし
ては定着していない語が多くみられた。また，
語の難しさだけでなく，学習者の意識や背景に
よって，カタカナ語の難しさが異なることも明
らかになった。
　全ての語を書けるようになる必要性があるわ
けではないため，指導にむけて受容語彙と産出
語彙を選別し整理する必要がある。さらに多く
の対象者に調査を行い，個々の学習者に合わせ
た効果的なカタカナ語彙の指導法を検証するこ
とを今後の課題としたい。

謝辞：本研究は科研費「韓国語および中国語を
母語とする日本語学習者のカタカナ語の習得と
意識に関する研究」（基盤研究（Ｃ）23520633）
の助成を受けたものである。

注
注１　語末の長音などカタカナの表記に関してはゆ

れもみられるが，ここでは日本語能力試験出題
基準での表記を正解とした。

注２　質問紙の問いは「カタカナ語はできるだけ使
いたくない」という逆転項目であるので，反転
し分析を行った。
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